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平
等
保
護
に
お
け
る
動
機
審
査
の
意
義

中

l‘k’r 
I I 

t住

久

問
題
の
巧
伝

別
行
阿

t
は、

Z
E
r
Z
F一2
心
配
町
一
世
を
手
が
か
り
に
、
ア

λ
リ
カ
ん
米
同
志
民
日
時

t
九
荘
の
健
一
一
明
ー
か
ら
い
張
間
以
ア
プ
ワ

1
千
を
迫
山
し
、

権
限
ア
フ
口
！
？
は
日
本
国
守
口
法
一
一
条
の
解
釈
に
有
切
で
み
る
と
い
う
こ
と
や
持
不
し
す
人

F
Gわ
ち
、
そ
れ
は
憲
法
己
列
挙
さ
れ

と
い
必
い
権
刊
の
解
釈
に
つ
い

ν
1
棺
利
の
測
而
か
つ
て
は
な
く
、
政
肝
心
権
限
か
、
つ
ア
。
7
1
i
テ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
上
下
義
心

下
て
の
司
法
審
査
の
問
題
J

じ
よ
日
版
し
よ
A

1
／
す
る
包
一
り
で
あ
る

て
は
、
こ
の
権
以
ア
ブ
ヲ
iι

は
、
メ
の
伐
の
権
利
の
解
釈
に
は
い
7

？
な
る
一
ポ
峻
セ
ー

7
え
る
の
で
め
ろ
っ
か
ひ
と
つ
の
問
題
は
、

権
利
の
門
在
日
J

古
虚
と
さ
れ
ヨ
法
一
一
条
の
解
釈
と
同
1

〕
内
出
唱
を
2

刈
い
え
る
憲
法
阿
久
人
の

で
ふ
め
ヴ
勺
じ

h
dフ
ム
九
ゆ
り
か
J

の
解
釈
に
つ
い
て
、
一
地
，
t
唱
は
「
あ
る
法
作
の
い
い
い
的
を
茂
成
す
る
た
め
－
に
、
別
什
買
の
玖
り
は
以
L
いけ
U
A
円
型
的
問
述
川
聞
を
も
っ
か
ど
う
か
が
問

や
れ
る
」

ム
口
刊
ぺ
件
の
ア
ス
ト
が
妥
r

す
る
υ

他
ん
、

阿
条
け
（
の
ん
校
設
刈
刈
叫
市
3

市
事
！
ヨ
…
は
、
午
生
寸
H
、相

、
疑
わ
し
い
総
時
」

に
属
す
る
と
さ
れ
、

ア'1

0) 

事
ト円

、一
瓜ん

る
日＇］
早

O) 

~＇ 
f泣

は
耐え
格

審
品、L
ヒ4

T昼、
・"t i@ 
戸手、

2 (!) 
¢0 

ど

と
い
、
わ
れ
る
。

L
か
L
、
長
及
列
挙
事
由
の
中
に
は
一
村
会
的
J

パ〆
2
J
っ
打
、
可
容
が
一

い
も
の
も
合
ま
れ
、
主
た

仲
間
段
列
挙
事
由
工
外
に
政
治
容
む
を
組
一
肘
」
つ
べ
き
区
分
お
込
め
る
の
か
モ
ー
か
乙
い
う
問
題
も
占
め
る
U

、
」
れ
ら
の
向
思
は
、
川
ヤ
え
で
想
定

同
条
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r日

さ
れ
C
い
な
い
け
出
一
五
的
権
利
の
保
設
の
た
め
の
厳
格
審
査
の

i
当
性
の
問
題
と
問
速
し
し
お
り
、
川
門
学
手
れ
て
い
な
い
的
利
と
同
様
ピ
、

民
t
エ
需
の
7
G

と
で
の
日
ナ
」
品
川
吐
の
裁
日
一
か
y
J
f

泊三日
m
L
T
J
Q
必
安
；
か
あ
る
わ

J、
円問

「ノ」、、

こ
じ

uiゃ
の
四
条
の
後
攻
列
挙
弔
問
一
心
得
沢
一
一
月
以
の
問
題
が
、

F

メ
川
ノ
カ
合
成
臼
憲
法
修
正
一
凶
条
の
Jm
与
す
似
誠
心
刑
判
帆

に
お
J

一
よ
議
論
さ
れ
て
、
る
。
す
立
わ
ち
、
人
積
差
別
は
一
疑
わ
し
け
〆
一
げ
1

で
あ
り
松
山
川
市
荏
在
が
妥
h
v
i
r
｝
白
こ
と
は

1
例
・
逸
話
誌
と

も
に
一
致
し
と
い
る
炉
、
入
、
祖
宗
加
以
外
の
こ
の
よ
う
な
場
合
に
台
立
性
心
棒
査
て
は
は
く
厳
俗
笹
木
刊
を
適
用
「
る
か
β

間
桟
こ
日
っ

て
い
る
c

子
、
一
に
お
い
亡
、
こ
の
判
屈
に
汁
L
、
長
、
五
、
で
設
の
も
と
で
の
寸
法
率
九
H
ハ
川
町
一
点
か
ら
、

門
戸
コ

vFZ
判
決
の
駅
、
正
直
に
い
一
〕
一
切
h
r
J除
さ
れ
市
山
リ
［
た
少
紋
者

つ
の
鐸
T
け
を
長
ボ
し
た
の
が

と
い
う
概
人
4

ヒ
に
若
日
し

（《一一マルハ
M
j

主
化
凶
同
戸
《
一
一
己
主
】
一
位
戸
コ
ニ
ロ
C
コ
4
》

）

ド
ー
一
同
］
〈
む
偏
見
埋
品
と
動
機
審
査
で
ー
の
る
〔

柏
市
ー
に
引
し
ノ
＼
川
地
Q
よ
ヰ
に

偏
見
理
論
L

つ
い
て
は
川
町
小
多
い
が

ぞ
れ

効
的
常
者
貨
に
つ
い
て
は
引
い
刈
に
お
い
て
も
川
市
い
ら
れ

を
受
け
て
、
宇
説
も
動
機
器
ん
h
J
Y
Iえ
持
し
、
日
発
に
引
尚
一
議
じ
て
い
る
P

い
て
こ
と
、
本
総
て
は
、
ー
人
ー
凶
憲
出

四
条
り
解
釈
～
の
問
題

悶
心
を
背
昭
一
U
J
し
つ
つ
、
け
狩
（
？
土
問
条
（
U

平
等
保
荘
止
条
尽
に
お
け
会
動
機
計
十
骨
折
め
ぐ
っ
て
ア
メ
り
刀
に
お
い
と
民
閲
さ
れ
た
議
論
歩
、

氏
、
七
、
土
義
心
卜
で
の
一
円
以
音
公
の
制
点
か
ら
検
釘
す
る
こ
と
ド
す
る
P

動
機
審
査
は
、
政
府
（
り
規
制
市
川
防
ゃ
炉
問
題
と
は
る
も
の
で
丸
り
、

ゆ一の
I
H

－－mL
上
淫
の
権
限
ア
7

口
、
子
と
預
和
什
げ
よ
め
る
ど
ん
除
、

Z
一
ま
の
修
正
々
条
解
釈
も
山
位
一
ァ
保
誌
に
お
け
る
助
機
審
点
【
ケ
参
考

に
、
〕
亡
展
開
7

し
て
い
る
に
ぃ
ヲ
ん
と
い
や
り
、
ヤ

の
ア
フ
口
主
ノ
は
、
政
前
の
規
制
閉
山
？
川
に
伺
い
い
卜
す
る
と
い
ろ
L
t
で
一
平
手
保
設
い
お
H
7
q
動
機

市
寄
託
／
｝
共
通

γ
る

本
一
新
で
は
、
「
二
で
、
注
ぐ
の
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ァ
口
証
づ
に
某
つ

の
巾
持
、
で
あ
匂
伝
＝
］
ん
津
市
二
致
機
長
去
を
概

J
T
引
に
一
一
「

で
、
何
一
〈
（
り
プ
ロ
セ
ス
ψ

ア
ブ
ロ
チ
に
ぷ
づ
く
平
等
保
波
立
論
心
意
義
、
ご
そ
れ
に
U
刊
す
る
批
斗
を
検
斗
刊
す
司
令
。

ム

C
A
に
－

mB
で
、
的
機
管
資
比
減
ず
る
宇
一
J
M
お
よ
び
判
所
を
検
討
し
、
ず
川
出
関
手
去
の
意
義
お
よ
び
そ
の
凡
市
民
の
内
能
忙
を
υ
考
察
ず
る
ハ
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り
叫
ん
友
こ

l
i
l
t
 

ミ
山
間
討
7

し
て
き
z
l
J一
ー
寺
保
設
に
お
け
る
批
機
官
人
汁
が
、
パ
ハ
一
五
回
忌
法
同
化
人
の
解
釈
に
し
か
h
a
る
不
凌
を

r
j
え
る
の
か
νワ
祭

f
る
こ
と
に
ず
る
。

門
川
干
の
フ
リ
！
4
L

ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ

す
等
の
U

礼
六
万

引

l
匂
J

仰
一
設
の
解
釈
に
つ
い
亡
、
人
極
点
別
を
は
じ
め
と
し
イ
二
段
わ
し
い
〈
一
分

に
は
は
絡
審
査
が
及
び
、
こ
れ
以
外
の

に
つ

一
じ
一

レ
て
は
、
法
げ
の
む
的
と
「
段
む
合
在
的
成
連
惜
の
容
脊
が
史
求
さ
れ
る
と
レ
う
こ
と
で
は
、
判
例
・
学
訳
、
こ
も
九
抗
し
て
し
る
c

こ
の
よ
う
へ
い
中
等
似
穫
は
、
伝
統
的
に
、
支
仏
的
作
利
と
［
勺
で
は
な
く
、
形
式
的
に
理
解
ぎ
れ
て
お
η
、
そ
の
目
的
は
、
政
府

、
り
主
存
別
を
チ
ユ
ァ
ク
す
る
と
い
う
も
の
で
た
J

J

〆
ミ

J

t
刀

L

九
人
ご
伊
代
以
降
、
ド
サ
深
夜
何
む
も
と
で
、
選
挙
権
、
裁
判
－
品
川
＼
心

ア
勺
〆
ゼ
ス

の
白
山
が
み
L
A
T

的
桜
利
T

／
～
さ
れ
、
政
情
雰
査
が
い
で
人
ぶ
こ
1
／
が
認
め

一1
ごい
U

J
亡
、
ド
ー
ヰ
J
f
a
？体ずザオ司、「

－
士
l

、
仏
｛
E

j

l

！？

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

る
伝
統
的
川
一
廓
は
、
主
体
的
一
ア

J
1
0
プ
ロ
セ
ス
と
は
異
な
れ
、
法
人
1

的
権
利
わ
〈
特
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
円
一
、
区
分
で
は
な

〈
実
体
的
権
刊
に
草
白
川
会
」
伍
く
茶
本
的
権
刊
誌
は
表
作
J

旧
日
ア
ユ

l

ブ
ヨ

t
ス
と
生
わ
り
な
い
2
い
う
批
判
を
M
m
い
に
し

そ
こ
で
、
民
三
士
A
J

ず
の
も
こ
で
の
司
法
審
流
【
の
説
ム
ィ
か
ム
J

斗
等
保
設
の
刷
目
立
7

仰
を
反
問
し
た
の
、
引
、
己
》
で
あ
る
（

山一
v

は
、
ま
ず

「

j

q

J

」
を
以
卜
の
よ
う
に
制
、
え
る
v

J

法
は
、
そ
の
刊
誌
し
し
、
あ
？
ず
に
｛
疋
の
利
お
い
を
む
J

え
、
あ
る
い
は
、

の
行
的
す
れ
長
女
一

ー
〕
、
他
の
者
に
汁
ー
て
は
、
そ
の
よ
う
な

τァ
ピ
要
求
L
l
J
い
ー
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
射
を
付
て
U

な
に
あ
る
い
は
、
剥
髭
u

い
う
い
く
言
、
計
年
j
r
M
議
選
反
で
あ
る
こ
土
保
じ
た
仕
つ
ば
、
引
を
刊
で
い
る
人
、
あ
る
い
は
、
利
奪
i
z－－
f

え
け
亡
い
な
い
人

。

を
わ
定
L
、
そ
の
珂
山
の
ム
口
志
村
正
ぜ
問
、
土
ば
ム
、
ご
；
コ
ヒ
G
Q
o

、
」
の
よ
う
に
、
平
寺
似
議
は
、
長
田
い
同

の法

rwを
取
り
扱
っ
て
h
り
、
そ
し
て

い
か
な
る
は
i

分
か
許
さ
れ
る
一
け
か
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r日

計
さ
れ
な
い
か
を
問
題
に
す
る
。

z
u判
断
に
あ
た
っ
て
は
、

〈I
m
M
刊
の
有
資
、
乙
Jh凶
作
な
審
査
の
二
つ
が
あ
る
〉
す
ん
d
k
ち
、
－
品
一
本
的

に
は
止
法
に
対
ー
ギ
よ
い
河
川
μ
の
審
蛍
が
妥
巾
1

｝
、
対
処
し
よ
A

と
L
た
A

自
軍
出
〆
」
灰
竹
一

L
て
日
い
ら
れ
た
特
徴
と
の
判
に
骨
法

J、
円問

的
関
連
什
が
完
山
口
る
限
り
ム
辛
子
一
仕
る

J
L
か

L
な
が
り
、
山
壮
一
1
保
乏
の
問
題
は
J

れ
z人
け
で
は
な
い
ο
己
可
は
、
修
正
阿
久
対
の

U
U
卒
者
D
4一
古
川
か
ら
人
税
芸
別
に
対
し
て
u
M
拾
い
件
査
が
妥
当
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
他
方
、

付
J
W出
汁
弔
問
会

hr
阿
川
か
れ
～
規
定
で
あ
る
た
め
に
、

人
口
紅
に
類
似
「
｝
白
斗
分
に
つ
J

ど
は
、
ギ

丈
一
一
バ
ー
ら
は
い
か
日
る
込
ヘ
刀
に
対
し
で
厳
格
存
査
が
及
ぶ
か
は
手
か
れ
な
い
u

そ
こ
で
、

人
柿
以
外
に
政
絡
苓
有
が
丘
巾
ー
す
る
飢
拠
と
し
て
、
っ

2v一3
p
判
決
心
刻
、
ド
川
ハ
バ

切
り
緋
手
、
れ
拡
一
υ
し
ん
一
少
数
者
」
が
持
と
つ
山
き

れ
る
〈
そ
し
亡
、
一
切
り
附
さ
れ
孤
立
し

r少
数
者
一

こ
J
J
j
f
j

、
v
「
日
制
ヰ
4

h
i－
－

4

一イレ｝

に
は
叫
駄
絡
審
合
、
か
妥
叶
」
す
る
と
い
一
〕
乙
古
川
は
、
一
昨
山
？
の

ム
口
伝
性
は
、
註
が
ど
う
な
う
た
か
に
、
ー
は
す
る
の
で
は
に
く
、
ひ
し
ろ
問
題
心
配
分
を
も
た
ら
し
え
プ
ロ
セ
ス
に
忠
彦
す
る
こ
と
で
判

断
ず
る
こ
と
が
り
能
と
な
る
と
じ

む
日
的
人
M
M分
子
も
た
ら
し
す
す
プ
ロ
セ
ス
の
欠
陥
を
是

ιす
ア
一
ご
と
に
？
の
司
令
と
与
え

と
い
る
つ
を
7
1

て
、
巴
寸
付
、
平
等
刊
川
護
、
中
ゾ
汀
ピ
ス
ル
T

心（
U
J背ト点目、ンス一ア

L

て
町
一
る
と
位
置
付
け
て
い
る
わ
一
以
下
て
ね
、
付
｛
可

（U
W
i
写
保
護
円
一
市
（
り
中
核
て
あ
る
日
」
の
悩
川
凡
聞
論
と
勤
終
審
告
の
内
び
を
概
観
す
る
。

偏
見
出
前

一4
v

は
、
何
見
が
現
長
を
小
中
曲
ト
リ
司
令
ン
ン
ス
で
あ
る
！
と
い
う
ν

事
一
元
＋

誌
を
見
え
往
く
ー
ぷ
l
J
／
ま
う
こ
い

の
も
と
で
は
、
偏
見
は
、
乏
な
り
〈
り
つ
利

の戸畑パ川

の
二
碕
類
、

そ
し
て
、
己
ぐ
円

お
け
凡
に
は
「
円
片
品
刊
の
偏
見
〉
一
ー
第

存
心
ず
る
、

ま
「
、
第

心
開
通
で
占
め
る
n

そ
れ
は
、
あ
る
少
引
月
以
者
焼
刊
を
不
利
一
に
取

紋
の
偏
見
は
、

山叫に

h
M
叫
な
敵

E
が
あ
る
か
ど
う
か
1

7
J
Aデ
フ
U

材
、
、
二
、

l
ρ

－

t
i－
－

 

判
h
，
か
一
け
正
当
日
イ
オ
治
に
資
「
る
の
で
は
な
ノ
＼
、

生
漆
ι
出
な
河
川
山
川
、
「
／
て
、
少
数
者
に
小
利
一
任
中
一
説

γζ
い
う
も
の
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内、↓あるつ

次
に
、
第

川似の偏同一同は、

ス
ア
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ
Q
区
分
と
あ
る
ハ
た
だ
、

ス
テ
レ
オ
セ
タ
イ
ノ
に

ι
る
判
断
は
立
法
の
京
町
静
的

主
所
疋
て
あ
り
、
問
思
は
何
が
v
F保
護
の
も
ノ
」
で
許
さ
れ
な
い
ス
フ
レ
ツ
ム
ィ
－
ノ
に
よ
る
区
分
か
と
あ
る
ロ

vf
叶
寸

WA設
の
＆
乙
で
庁

さ
れ
な
い
の
は
、

代

々

彼

ら
t

こ
い
う
一
は
分
述
。
〈
司
I
集
団
に
属
さ
な
い
焼

M
へ
の
f
J
V

決
心
場
台
で
d

め
る
。
人
拘
ば
、
円
し
rJ

の
馬

ず
る
集
開
い
に
つ
い
て
は
、

与
え
ら
れ
る
利

Fγ／
一
造
小
詩
情
し
、

不
利
，
サ
ヤ
」
以
巴
？
人
計
値
す
る
小
、
逆
に
j

ゴ
ハ
一
の
川
崎
さ
な
い
伶
忠
臣

ι
つ
い
て

は、

hy
え
ら
れ
る
ね
益
を
辺
大
汗
似
し
、

不
利
低

hv
浪
小
引
削
［
が
ち
で
為
る
η

こ
の
よ

の
寸
八
人
刀
に
ム
υ
孜
し
な
い

ロ
パ
体
り
市
美
向
か
半
じ
る
可
能
生
が
あ
る
し
、
一
れ
は
吠
ら
か
に
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
子
み
で
z
ぬ
い
り
、
裁
判
所
に
は
w

れ
を
是
正
さ
G
h

め
の

幻
別
の
役
割
引
r
k
J
え
ら
れ
る
L

一い沿っ一

再
々
は
偏
見
C
旦十一、われ例
1

ぐ
し
て
、

剖
パ
同
入
、
刊
H
山
町
問
、

岡
一
性
塁
、

性
別
主
将
一
察
す
る
F

ま
ず
、

外
何
人
に
つ
い
て
は
、

投
票
権
が
な
い

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

っ
た
こ
と
、
そ
し
亡
R
V
M
哀
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
り
カ
国
口
け
ん
で
あ
る
こ
1
／
か

っ
、
人
特
と
阿
佐
の
疑
わ
い
い
M
円
分
で
あ
る
と
い
よ
二
次
二
試
凶
に
よ
る
点
別
で
あ
る
パ
質
問
の
点
別
で
問
題
2
2
る
の
内
政
府
山

」
と
、
外
同
人
に
い
九
寸
る
紋
雪
山
は
ア
メ
リ
カ

工
る
官
、
問
者
二
円
「
る
誌
械
的
υ
地
時
取
が
一
小
i
叫
ん
な
一
、
？
と
で
の
る
J

し
か
し
、
政
可
の
施
策
の
問
題
は
制
金
支
出
一
り
問
題
で
あ
り
、
笠
岡

一
必
口
ピ
そ
の
状
態

r
tと
め
て
お
く
と
い
っ
ス
プ
ン
ア
ー
タ
イ
プ
が
内
閣
と
な
る
の
で
は
な
い
ν

他
卜
々
、
向
性
愛
犬
に
は
、
こ
れ
い
対
す
る

HE
ハ
別
が
お
か
ら
存
存
す
る
も
の
ご
あ
わ

両
方
の
慢
正
三
て
円
で
あ
る
と
し
て
、
「
統
L
中、〕い
υ円八
γ

ド
阿
見
と
「
我
々
彼
、
コ
」

以
後
に
性
F

十
九
…
切
に
つ
い
て
は
、
ん
h

性
は
什
事
仁
向
か
い
ず
ま
－
A
に
川
崎
す
る
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
存

ιLて
き
し
丈

こ
こ
は
事
主
で
あ
る
つ
し
か
し
、
J
U
A

性
に
は
投
票
権
が
あ
り
、
（

J
g一3
今
川
刊
以
刷
円
、
吐
凶
の
「
切
り
離
さ
れ
孤
ー
ν
L
三
少
数
茜
」
仁
は

な
い
と
い
』
つ
。

(f¥l人民半、 c0(l IS7' I日7'20凶） > c > 



r日

政
機
再
交

J、
円問

再
］
可
に
と
っ
て
、
備
え
注
品
の
童
女
性
は
、
建
問
山
内
j

動
械
を
先
い
け
M
す
こ
い
う
刻
わ
し
い
区
分
の
除
花
的
意
義
L

に
閑
述
L
L
い

の
よ
う
な
フ
円
七
ス
の
欠
陥
を
刈
い
山
了
行
め
ピ
助
隊
牢
俳
人
司
令
字
↓
へ
ふ
2
Q
J
T
L
V

に
工
れ
、
し
品
、
動
機

る
こ
乙
に
あ
る
〉
｝
い
｝
可
は

審
査
は
、

（ハU
4
2
7
E
U
3
2
5
Z
可
決
け
料
、
注
辺
か
ら
存
か
れ
る
と
い
う
。
府
川
口
四
に
お
け
る
一
市
敦
‘
民
政
お
よ
び
人
駐
へ
の
一
門
及
は
、

り き誌
、検
土＂＞ J
き；1!>f 
鳴を
＂＇＇司、もそc っ
と ζ
し忍
図

挫 L
t¥ 7こ
う三 も
：ぞ~ "') 
るωで
ι 占

。り

る
、、

政
依
存
査
に
い

務
統
的
に
珂
解
さ
れ
る
司
氏
に
は
リ
犬
伝

主
た

＿，ょ
d」

は
、
勤
務
一
審
告
の
射
程
士
限
定
し
よ

h7乙
す
司
令
す
ん
は
わ
ち
、
憲
法
ー
列
挙
さ
れ
て
レ
な
い
権
利
引
け
仰
が
向
山
知
と
芯
つ

て
い
る
事
例
L

お
い
て

動
州
市
川
審
長
が
主
張
と
い
う

な
什
一
す
ば
ら
ば
、
憲
民
的
主
権
利
利
訴
で
は
乞
い
か
ら
と
い
う
こ
、
そ
れ
が
違
憲

何
百
根
拠
に
基
づ
い
て
配
分
さ
れ
て
k
い
こ
ー
と
に
は
ん
め
ら
な
い
か
ら
で
：
r

ぬ
る
F

l
l

一一、

丸
一
し
て

作
否
さ
れ
て
い
権
利
引
ぺ
怖
が
さ
必
ー
の
梧

利
で
あ
る
場
台
に
は

動
機
寄
告
は
妥
勺
し
沿
い
と
い

そ
れ
が
収
絶
さ
れ
た

m陀
へ
動
絞

土
祉
司
長
ご
っ
F

、

jhι

A々
f
l
i
p
4レ
町
、
1
6
1
t

動
機
存
丘
山
ハ
ぶ
い
て
正
裂
な
の
は
、
と
一
り
工
う
＆
哩
ん
げ
で
政
府
日
二
一
二
心

｝
と
っ
～
J
P
2
い
う
こ
と
で
あ
る
勺
巴
可

は
動
機
密
よ
れ
を
以
下
り
よ
刊
に
則
論
化
す
る
J

人
税
、
宗
孜
、

政
h
N
J乞
口
九
億
に
し
て
、
あ
る
い
は
、
巡
択
J
y
h
m
ご
た
う
公
孫
一
同
一
が
、

白
ら
が
好
き
で
は
な
い
と
い
h

つ
こ
と
を
担
臼
に
方
v

て
、
人
々
＝
正
直
別
〕
一
前
大
点
目
引
、
併
の
剥
守
幸
一
行
三

J
E」山川、－
m法
に
ふ

一九一

こ
の
よ
、
円
な
選
別
原
型
が
い
町
い
つ
守
れ
た
と
き
、
ン
ス
フ
ム
は
誤
判
助
な
起
一
、
、
以
て
い
る

J
r
し
て
、
助
健
審
交
は
、
山
位
一
J

保
護
条
項

の
d
i
i
的
義
務
と
闘
い
必
λ
J

る
／
｝
い
う
。
山
等
保
護
条
ハ
ノ
の
叶
T

u
的
一
執
務
と
は
、
ボ
M
J
保
護
条
項
が
、
奇
怪
的
に
ん
立
H
J
J
V
一
一
川
消
す
る
義

政
仰
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
法
律
が
人
往
的
な
少
数
有
立
正
別
し
て
は
な
ら
な
い
乙
い
う
〆
乙
う
意
味
で
、

の
で
ふ
め
る
。
で
じ
て
平
等
仮
設
は
、

中
立
的
な
義
務
を
諌
ず
も

J
U

法
者
や
仙
川
ー
の
公
務
員
心
身
際
ヘ
け
伎
制
叫
が
適
切
で
あ
る
よ
う
な
中
弘
法
裁
司
一
の
五
質
的
領
域
l

C
4
め
る
乙
い
h

つ
U

ま
た
、
開
ゲ
ー
は
、
設
河
川
が
実
際
の
苧
thで
政
絞
審
ltzγ
明
い
マ
、
い
γ
C
4
r
m
が
存
ー
化
ず
る
こ
い

:k 人法学J08 （：可SJ lS8 ［＇山日弓
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政
機
W

甘
流
止
と
同
世
1

戸
川
ヤ
〕
い
区
分

再
］
可
ば
、
こ
の
よ
う
な
助
機
帝
人
司
心
持
ぃ
後
は
1
F
札
わ
1

〆
い
い
分
」
の
述
調
に
所
円
以
に
閣
法
1

／
て
い
る
、

じ一ハベノ
C

」
寸
フ
ん
ぷ
っ
つ

｛

i
一

i

〉
一
ベ
ー

わ
L
い
い
分
は
、
政
機
分
ザ
の
助
汁
、
こ
な
る
の
で
あ
る
コ
も
し
い
分
に
駁
し
て
立
汁
庁
、
言
予
羽
交
に
抜
く
ヨ
田
川
（
恐
慌
）
が
直
接
的
ピ

V

判
定
さ
れ
、
そ
れ
が
注
中
区
で
為
る
立
ら
ば
、
そ
の
一
足
分
は
違
怠
と
あ
る
n

し
か
し
、
た
と
え
そ
の
す
つ
な
防
総
の
活
全
な
証
川
が
で
き

λ
必
〈
Y

丁
川
、
波
打
7
v

い
区
分
進
論
り
も
と
て
は
、
注
中
F
h

な
長
伐
に
い
H
M
コ
く
一
円
分
仕
切
る
み
に
山
川
「
こ
と
か
て
き
る
ζ

い
有
U

一ノ主
h
、

疑
わ
し
司
ゾ
ハ
分
に
加
え
ら
れ
る
リ
散
結
審
査
は
、
問
題

に
援
川
附
さ
れ
る
い
判
出
と
、
恨
の
い
か
な
る
メ
分

よ
り
も
一
閣
は
d

折
接
に
泡
合
し
て
し
る
こ
と
を
民
求
ず
る
c

そ
の
」

抱
〈
円
憾
で
あ
る
か
ら
で
ー
の
る
v

も
し
一
茂
川
き
れ
る
日
憶
が
問
題
と
な
ラ
て
い
る
区
分
し
一
川
市
も
常
接
に
治
合
し
て
い
と
い
と
ら
は
、
白
（

に
最
i
b
J
V
F
持
に
由
一
ム
円
、
T
L
P
E
N
d

－－wそ
が
立
法
省
が
川
判
長
仁

の
月
擦
は
川
刊
の
と
、
一
ろ
に
あ
る
と
考
え
ざ
る

Y
得
ず
、

そ
の
目
標
日
違
憲
で
為
る
が
一
ゆ
え
に
茂
川
で
＃
な
い
な
ら
ば
、
問
題
の
い
ハ
げ
は

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

立 J!r
あ除
るおさ
オ1
!.;: 

i1. 

な
ペコ

じ）

ョム

ソ

刷
機
密
資
と
対
わ
し
い
ド
分
の
担
論
ぞ
紅
介
さ
せ
る
の

は
、
機
能
的
に
、

動
絞
J

廿
査
L
Y
疑
わ
し
い
区
分
の
給
与
円
心
利
存
付
、
疑
わ
し
い
区
分
が
、
出
悦
へ
目
的
に
、
違
buな
動
機
乞
洗
い
出
す
手
段
と
仁

れ
る
こ

2
に
あ
る

1
た
、
法
律
に
ほ
す
る
実
休
日
尚
一
戸
べ
【
は
、
た
と
え
〈
H
m
M
刊
の
苓
九
ー
で
あ
っ
て
よ
J

、
氏
↓
ニ
芳
一
プ
円
七
ス
を
わ
い
如
、

γ
ん

ん
d

い
れ
別
心
開
河
が
な
い
限
り
主
当
作
画
さ
れ
ー
？
い
c

た
だ
、
己
法
に
何
ら
の
合
即
的
口
上
的
が
存
仕
〕
な
い
場
合
に公

定
ν
、
ら
れ
る
ナ
ー
の
仁
、
ハ
い
坪
性
の
審
蛍
は
州
刈
識
的
に
透
烹
の
動
機
を
山
川
除

F
る

T
九一九

r
L
r
L
止
当
化
さ
れ
る
い
k

い
う
υ

こ
の
よ
う
に
注
意

の
動
隊
を
洗
い
品
」
2

手
段

vrJて
動
機
審
査
を
必
え
る
u

一
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
vjf
説
に
よ
勺
て
も
支
持
さ
れ
て
い の

助
機
が
一
帯

(f¥l人民半、 c0(l !SS' I五日 120凶） > c > 



r日

戸
い
干
の
ブ
リ
セ
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
と
ふ
ー
れ
に
対
「
る
批
判

J、
円問

ァ
ロ
ト
ス
・
ア
y
V
1
J
の
意
義
叫

同］〈心（一
J

ロ
セ
ス
e

ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
／
二
ふ
川
、
疑
わ
し
い
メ
分
に
判
L
て
、
一
段
、
川
プ
ロ
セ
ス
を
歪
め
る
も
の
と

L
て
、
積
極
的
な

寸
法
審
ム
刊
の
行
使
？
”
誌
げ
の
九
れ
る
こ
エ
ピ
な
る
一
方
、
判
所
で
認
め
ら
れ
て
き
竹
人
民
本
的
権
利
は
で
記
手
れ
る
n

た
だ
し
、
こ
の
ア
ブ

n
l
チ
の
も

ILl－u
基
本
的
権
利
心
中
核
で
あ
～
ノ
心
、
投
票
権
は
孜
ム
い
一
本
γ
加
に
不
司
欠
な
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
し
、
旅
／
什
の

H
自
に

「，

w

て
も
た
肉
体
に
布
、
に
る
少
数
者
が
多
数
者
の
決
山
か
ら
逃
れ
る
と
止

ιも
の
J
L
C

こ
の
よ
う
に
、
北
川
本
的
権
利

と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
七
校
利
も
、
政
治
ブ
円
ゼ
ス
に
不
可
欠
日
限
り
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
ロ
る
の
で
J

ゆ
る
J

何
守
、
U

プ
コ
ぜ
ス
ア
ブ
口
、
i
ι
H
い
叫
す
る
批
判

し
か
し
、
問
題
は
、
こ
心
何
々
の
ア
f
口
i
ヂ
ど
よ
り
、
は
た
し
て
実
体
的
制
佐
川
円
附
を
同
遣
し
】
十
三
下
王
義
心
卜
で
の
一
叫
z依
存
査

の
問
題
JY
克
服
で
さ
ん
一
か
で
あ
る
d

何
々
の
y
プ
ヨ

i
rア
に
討
し
て
は
、
実
体
的
と
め
る
と
し
、
多
く
の
学
説
か
ら
批
判
が
投
げ
か
け

ら
れ
亡
し
べ

と
り
わ
け
、
舗
は
目
前
に
は
、
料
払
ん
ぜ
な
割
判
刊
日
J

な
さ
れ
て
い
る
、

「
ぉ
一
殺
の
偏
見

日
ず
あ
る
か
な
い
か
の
問
隠
は
、

な
寸
ノ
川
口
別
が
武
徳
的
に
一
J
ぺ
三
川
児
院
か
こ
い
う
こ
と
に
な

る
」
し
か
し
、
そ
の
、
目
立
ノ
な
汀
断
は
、
公
刊 j

同

ブ
口
セ
ス
4
d
川崎；か人什りに
L
て
い
令
は
ず
の
実
体
的
州
偵
刈
断
、
ヨ
ム
パ
ん
に
し
ま
う
川
内
J
ん

は
、
強
淡
に
付
し
て
特
別
p

な
γ
ハ刊判「
γ

い
を
課
」
ヲ
F

V

ノア一
μ
止川
V

寸
化
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
ァ
ロ
U
ス
の
欠
陥
で
は
な
く

災
体
的
制
値
に
基

つ
い
て
の
み
判
断
「
る
こ
と
が
刈
認
で
あ
る
と
、

中川九「円、口市

川
誠
の
似
え
で
あ
る
ス
テ
レ
オ
タ
／
ly
に
某
づ
く
川
断
に
は

人
々
の
現
実
の
行
政
一
如
、
技
力
に
か
か
わ
る
記
述
的
な
ス
ワ

日記 I、法学108 1.：パiCJJ !GO ［＇υr;9. s' 



ν
オ
タ
イ
ア
上
〆
い
か
に
人
々

、川叶－
4
1
に
お
い
て
い
か
な
q
役
需
が
J
J
之
、
り
れ
る
か
と
い
う
規
範
的
な
ス
テ

ν
方々

f
7
の

時
点
績
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
フ
レ
オ
々
イ
フ
ニ

乙
が
指
が
手
、
れ
ろ
る
」

h
T
t

外
的
な
即
値
を
状
き
に
は
判
断
さ
き
な
い
、
と
い
う
こ

J
I
：、

，＼一一丁川間叫川

こ
の
で
フ
ピ
怖
FL
河
市
に
対
し
て
は
、

い
か
な
る
非
実
体
的
な
辺
識
も
あ
れ
凡
な
J

」
／
）
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
k
h
J
h
悩

F
i
d
J酬
を
持
ち
ヤ
心
で
）
ま
う
こ
宇
人
体
的
価
値
を
狩
除
L
七
プ
ロ
ヒ
ス
攻
諭
か
科
医

E
U
U

し
λ
必
い
？
も
の
に
な
っ
て
し
ま
有
こ
に
に

四

動
機
宍
凶
作
げ
の
反
腐
と
ぞ
の
円
主
義

判
川
内
に
お
け
る
勤
州
市
川
審
長
mv
展
開

た
に
H
T
J
ょ
う
L

、
区
分
む
根
拠
を
問
う
、
」
と
で
ー
の
り

泉
本
的
防
相
利
C
I、
つ
な
尖
私
的
校
利
が
…
尚
昆
と

平
等
の
杭
右
の

な
る
の
て
は
な
し

そ
う
だ
と
す
る
と
、
政
刊
が
当
該
υ円
分
を
ど
の
よ
う
な
川
町
山

政
的
の
測
に
υ
L
／
別
的
立
円
、
同

一
動
機
J

で
’
勺
ゥ
ゃ
ん
’

m

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

が
あ
っ
た
か
J
う
か
が
草
更
と
な
る
U

こ
の
市
川

ア
メ
り
カ
ャ
一
言
。
、
て
市
く
h
、〉

ノ；

i
ト
一
r
ぜん

のム口世間
t

牲
の
合
去
に
お
い
亡
、
動
機
一
昨
設
戸
除

ず
る
こ
と
が
適
切
か
肖
か
が
誌
論
さ
れ
て

先
に
見
に

R
F
f
m
d
品
川
摘
し
之
助
終
審
去
の
事
例
以
外
ぺ

動
機
審
査
は
、

ゥ
、－

t豆、

刊
刈
に
お
い
ー
と
の
司
戸
女
ノ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
し
交
際
、
斗
等
保
護
に
恥
け
る
刊
刈
は
、

九
七
ハ
）
午
代
以
降
、
政
附
の

れわ的
h
a
いー
ζ
忌
凶
を
問
題
と
す
る
一
ち
で
展
開
し
て
い
る
r

こ
の
よ
う
ま
判
例
の
助
金
、
主
交
け
亡
、
学
説
に
お
い
て
も
動
機
審
先
が
寸
前
売

片
山
止
叫
川
ソ
湘
さ
れ
て
い

川
て
ー
で
は
、
判
例
e

，Y
説
を
検
討
｝
ノ
、
円
H
J
保
護
に
お
汁
る
助
機
審
査
の
主
義
J
V
一
追
求
す
る
こ
と
に
す
J

令。

係

j
r
w護
に
お
け
匂
政
機
審
売
が

r山
花
に
議
市
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
は
九
J

－
d
C
2
1れ
で
あ
る
か

い
込
村
部
］
ぼ
口
問
裁
は
そ
れ
以
前

に
も
、
動
的
附
審
査
を
用
、
て
法
律
z
ぜ
退
憲
と

L
て
J

九レ
υ
C年
代
ー
に
お
い
に
一
動
絞
審
査
の
議
論
キ
活
発
化
さ
れ
る
契
機
乙
な
コ

乙
の
が
、
山
人
と
早
川
人
の
分
離
ト
刀
人
で
あ
っ
f
ハ
市
心
。
ブ
i
ル
に
つ
い
て
、

連
邦
地
法
か
ら
の
人
組
統
台
の
命
令
を
受
日
に
佼
に
、

(f¥l人民半、 c0 (l IGJ' IGJ '20凶） > c > 
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r日

ー
っ

C
公
共
7
1
ル
が
閉
鎖
さ
れ
た
ご
と
に
つ
い

へー一

一
九
七
分
ー
の
三
｝

2
7
二
百
三
三
C
ゴ
で
あ
る
」
述
バ
一
川
尚
裁
は
、

本
位
い
に
は
、
助
機
は
問
rd
こ
は
な
ら

F
、
必
の
羽
山
1

人
的
な
効
果
hlv
問
起
と
な
る
こ
l

f
人
。
そ
の
卜
で
、

J、
円問

日
付
に
そ
れ
を
ど
託
、
ず
九
人
の
動
機
の
み
を
球
叶
に
し
て
、

反

る

判

と

：主

y去
こ；千j

て 1T
'.'!; /(; 
機；こ
審コ
ヲ行 .. 
1：い
をて
ヌ之 、
は

｛

t
L
ーに
f

し
か
し
、

P
F
2
判
決
心
絞
に

－
一

2
3

、F
、

ド
十
J

1

こt

動
機
密
む
の
盗
む
ー
一
法
は
、

4
2
川
門
的
た

九
J
U

ハ
ιげの

H
H
4
2
5
p
m
g
J

引
の
証
明
へ
J
変
れ
す
る
ご
と

U
一
匂
用
に
際
し
て
、
二
い
世
間
能
hH吠
殺
の
札
果
、

i
T作
牛
ご
し
一
で
ゾ
ン
ン
λ

ン
ム
士
山
一
メ

j
i
v
l
l
一

：

1
7

忠
人
か
高
い
削
ん
u
で
不
流
用
と
な
っ
た
こ
v
ど
が
、

判
決
は
、

平
時
子
保
幸
町
に
反
す
る
か
ど
可
か
げ
か
中
わ
れ
に

市

l
斗ーリ山川
23臨
む
中
心

的
な
円
的
げ
が
、
人
俸
に
基
っ
く
公
務
日
ド
ー
、
C
f片
山
川
ハ
ピ
ハ
叶
ぐ
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ほ
認
す
る
そ
し
て
、
f
h
ま
で
、

も
と
で
叫
J

わ
れ
て
い
る
比
律
や
公
務
長
心
行
為
が
平
等
保
護
に
何
人
「
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
人
程
糸
川
w
目
的
立
町
内
枕
し
て
い
る
か
や

ぶ
」
厄
す
る
こ
1
／
な
く
、

t
J
別
効
米
だ
け
で
途
査
と
し
た
一
」
と
は
な
い
、
と
い
う

ヴ
ん
同
判
的
二
、
人
品
位
十
什
別
け
的
に
七
「
り
つ
く
も
の
ご
な
け
れ
ば
日
？
G
い
」
と
し
て
、

一一ト引」

υ
L
h

別
烹
同
や
γ什
別
口
的
乞
重
恒
寸
る
い
原
理
に
J

や
は
「
る
r

ー
す
な
わ
ち
、

ぶ
一
↓
に
引
い
さ
れ
る
と
い
え
ル
ー
ル
J

討中将山山
J

な
い
一
と
、
）
た
の
で
あ
プ
リ
L
C

別
て
あ
る
と

i
張
さ
れ
る
出
の
不
快
な
佐
立
は
、

人
程
的
に
小
釣
り
合
い
は
イ
ン
パ
ヶ
ト
だ
け
で
は
、

政
情
wu

こ
の
コ
主
主
判
渋
で
一
小
さ
れ
介
、

υ
情
7
4

州
開
設
途
反
ζ

す
る
に
は
主
凶
的
差
別
心
一
出
明
日
υ必
伊
、
で
あ
る
と
い
う
刊
川
は
、
依
の
判
決

《、一
五寸帝

王害
d、 n

色J、
川、4

？せ竺
t 
ヲ立

つ？づ

ち

一
九
】
じ
咋
の

r 
｛ 

］｛
2
m
r
z
ぐ

Y
A
h

－可。一
X
L
ニヨ戸｛］
C
Z己
出
向

さ
も
住
む
こ
L

一
の
で
き
句
、
多
数
心
家
肢
が
同
山
内
町
符
伝
性
名
の
建
設
に
駁
し
て
、
ゾ
、
一
シ
グ
条
例

が
建
設
予
定
的

c
y
i

／
グ
ん
で
川
中
｛
忠
弘
と

L
て
、
た
に
氏
、

y

三
／
グ
ム
町
一
環
数
家
ik一
へ
変
更
す
る
よ
う
に
巾
請
L

れ
、
そ
の
こ
T

日記 I、法学108 1.：パ：2J lG2 ［＇υr;9. s' 



川
町
の
法
則
が
強
引
訳
さ
れ
、

ο

、

人
種
系
出
守
山
凶
h
d
い

ν
目
的
の
証
明
が
妄
求
手
れ
る
」
と
、
）
亡
、

「
平
皆
J

保
蕊
抗
日
以
を
託
明
ず
る
に
は
、

－
d
u

つ〆」
J
M
〕、ンユ同門戸民
4
3
ロ｝｝
q
J
M
m
T
F
1

は
、
ご
主
主
判
決
の
刻
印
粍
と
1

ノて

い
る
行
為
が
ー
も
〉
ぱ
、
I
J

人
崎
一
千
μ
別
を
日
的

／て
7
る
こ
乙
を
弘
同
附
す
る
と
ζ

合す（工中小す
J

る
v
も
の
で
は
な
い
、

／｝
L
P人
。
法
rげ
が
一
つ
の
吹
凡
で
此
機
づ
汁
ら
れ
て
ド
る
ζ

い
う
」
〉
一
、

忘
る
、
は
、
特
定
の
司
約
か
支
配
的
あ
る
い
は
す
古
川
均
的
て
あ
る
こ
ζ

は
ま
れ
C
あ
る
と

L
て
、
再
出
司
的
か
、
、
花
火
に
お
け

つ
円
安
凶
で
占
め
る
、
」
y

」
を
祉
山
川
ず
る
こ
と
て
足
h

こ
し
た
u

判
決
は
、
u
h
z

別
河
円
引
の
副
ゆ
い
と
止
る
辺
国
や
列
チ
し
、
転
機
在
任
の

ロ
ぐ
よ
ト
刊
1

門
ソ
↓
十
日
ノ
と
と
が
し
二
〈
t
J
Jよ
り
と
つ
、

J
i
l

－

－

－

T

J

；
－

j

；
 

わ
）
決
定
の
同
市
史
的
背
景

fc
）
一
明
l
J

抽出、
ζ

な

五
）
公
務
仁
円
（
U

行
為
の
率
一
小
川
的
効
恥

心
行
為
に
予
っ
円
二
日
必
の
出
来
半

（d
J
決
定
に
出
馬
す
る
y
d
一法
7

一
一
お
よ
び
行
以
一
の
元
紙
、

で
お
る
ハ
な
か
で
も
以
町
の
決
定
の
歴

史
的
北
弓
景
は
、

不
快
な
差
別
（
U
R的
即
刻
機
的
た
も
要
国
と
d
q
J一
て
い
る
か
ど
、
っ
か

む
と
め
の
飛
車
〈
な
一
世
拠
に
な
る
と
い
う
メ

当
fl'. 

むfo
~~ " II 
C 的

よ：決
λ七二

守て》

げ
山
仏
両
と
z
d
v－
C
い
る
と
き

政
治
部
内
心
行
為
に
付
す
る
通
悼
の
吋
訟
の
以
ぷ
は

［
て
、

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

ま
こ
、
退
役
軍
人
に
優
先
的
に
公
務
員
に
枕
正
夫
、
川
る
こ
と
ピ
定
め
た
作
法
に
つ
い
亡
、

マ
十
ふ
ノ
コ

l
h」
ツ

ywに
い
る
以
役
所
U
i

人

の
ん
仇
か
て
U
A
柱
心
土
め
る
割
合

J

、活一

ノ
〈
〈

じと
7
し

m’

LP
男
性
｛
刀
八
%
一
に
l
v
J
し
こ
恨
い
二
と
か
ら
一
、
こ
の
渋
泊
中
が
半
生
？
似
設
に
反
す
る
か

九
仁
九
止
干
の
七
じ
さ
い
ロ
5
一〉〈一
d

〕4
5
5
2
Z吋
C
｛
づ
／

CY2
ぐ

F
3
4
で
は
、
性
ナ
ハ
別
の
豆
一
切
に
お
い
て
も
文

M

L
L
h
J
Y
げ
了
、
川
次
作
は
ま
別
日
波
及
だ
円
三
斗
l

等
保
護
違
反
に
は
な
ら
な
い
と

3
れ
、
志
図
的
13パ
別
の
一
酢
明
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
ミ
と
が
池
唯

認
さ
れ
た
ο
さ
J
h
L

本
料
日
決
で
は
、

立
川
門
的
d
別
を
特
（
止
す
る
た
め
に
二
攻
防
審
奇
が
桜
不
、
己
れ
た
ο
第

没
陪
に
は
、
叩
以
内
析
が
実

mm
正
面
上
ー
一
ー
リ
的
で
あ
る
か
号
、
か
を
長
査
し
、
も
1

〆
、
叫
1

J
的
亡
あ
る
な
ハ
J

ば
、
常

不
引
刊
誌
の
効
果
が
芸
m
N日
的
を
反

映
L
て
い
る
か
ど
う
か
を
在
官
す
る
こ

γ勺
も
の

、ι！
！
日
リ
と
：

k
、

寸
iμ
「
立
、
J
O
て
じ

問
題
ζ

日
っ
て
い
4
0
州
法
は
、
ー
人
十
凶
ト
中
止
で
あ
こ
I
L

、

か
っ
、
久
性
の
返
役
軍
人
の
公
務
ヨ
就
任
を
妨
げ
る
其
別
意
凶
は
な
い
に
守
し
て
、
平
等
似
設
に
反
し
な
い
と
判
七
し

(f¥l人民半、 c0 'J IG3' IG:3 '20iJc＇.に



r日

ま
た
、
持
者
の
J
U
U

避
に
関
ず
る
旬
以
仰
で
も
玄
凶
的
完
別
心
問
題
日
’
論
’
了
J
れ
て
い
Q
J
結
審
聞
の
炭
火
に
汚
し
て
人
種
｝
λ
別
を
託
明

ず
る
に
は

九
時
凶
的
差
別
の
－
A
川川；
hlv
必
要
と
さ
れ
て
い

黒
人
の
川
市
下
被
色
人
の
事
れ
い
で
、
検
察
n

F

U

J

断
的
忌
涯
を
い
り
い
て
陪
否

J、
円問

只
か
っ
同
ぃ
J

人
を
排
除
1

〆ド八」〉一

で
は
、
人
品
刊
の
み
を
津
市
y
y

し
た
J
U
U

澄
は
許
さ

九
八
六
刊
の
2
2
3
0
2
J

111ょ
、

ii
：
／
司

一
ノ
ア
〆
系
依
ヨ
門
人
心
宇

ιいで、
ラ一
y
〆
系
陪
審
員
伝
待
に
刻
す
る
忌
腹
心
理
由
こ
し
て
、
－
北
九
一
の
出
一
汁
ん
ザ
予
叫
叫
訳
な

し
に
攻
解

γ
る
こ
乙
が
で
き
る
か

C
A
か
と
い
う
こ
と
が
挙
け
ら
れ
た
、
）
乙
か
争
わ
れ
た
九
九
一
可
の
日
v

門E
E
5
4
Z
2々

で
は
そ
れ
が
結
県
と
し
て
フ
ア
J

系
判
事
民
ケ
↓
矧
玲
し
戸
ど
」
ー
で
も
、

E
Mれわいた一小川
5
一
副
引
が
な
レ
浪
れ

叶
l
斗
J

保
一
設
追
及

に
な
ら
な
い
、
7
こ

Z

L
コ
L
P
一

古川
J
J
1
4
ふ
41Tlh

ま
た
、
日
人
心
配
平
被
告
人
口
一
平
叶
げ
で
弁
読
人
が
尚
一
帯
員
の
わ
限
措
析
か
ら
出
人
を
忌
避
す
る
、
ア
こ

九
六
一
』
干
の
と

2同四
5

4

Z

丸
一
。
｝
］
己
目
で
は
、
一
迫
w
W
4
E
1
いに川、

刑
事
被
告
の
i
U
A
E

附
仰
の
行
使
に
お
い
て
、
十
日
向
的

r

E

へ
ほ
京
別
や
（
打
う
、
」
と
を
祭
止
L
て
い
る

き
ら
に
、
心
事
事
件
に
お

と
し
、
こ
む
解
釈
に
反
ず
る
什
の
長
阿
設

げ
る
山
市
替
の
裁
判
て
弁
護
人
’
V
M
J
条
刊
以
肢
の
行
使
で
濯
を
は
か
ら
黒
人
ァ
ー
折
除
、
ー
た
こ
と
が
予
わ
れ
た

川一

き
ロ
イ
「
224M］r
h
c
R百件。
nc
で
は
、

H

八
ん

ιh！の阿川仏口一
5
ロ

刑
事
事
件
口
一
人
な
ら
ず
、
見
事
事
刊
に
お
い
て
ラ
も
、

人一位
rノ
別
に
ー
な
っ
く
ん
ィ
十
り
い
て
加
条
件

忌
肢
が
て
き
た
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

4
f
j？

1
 

1
7
1
1
 
t
B
凶
的
差
別
の
で
下
山
町
は
必
ず
、
γ
も
科
あ
さ
は
な
い
が
、

羽
川
刈
で
か
手
れ
た
一
士
コ
に
外
的
な
事
長
か
っ
澄
窓
の
動
機
の
特
一
心

は
川
ユ
ド
で
一
山
る
ご

そ
の
同
型
川
内
子
、
差
別
主
凶
の
訟
舎
だ
れ
際
ー
ヂ
よ
左
別
の
↓
止
な
史
的
山
口
市
民
が
甫
泣
な
志
昧
を
内
引
っ
と
い
う
こ
y
し
が
ぶ
さ
れ
た
一
九
八

一
円
引

さ
ゐ
司
令
。
二
の
事
引
い
で
は
、

の
］
日

cm合
吋
2

4

市
ゆ
を
絞
，
わ
ず
J

る入久】］刊一九百

て
、
選
以
r
い
で
は
な
く
て
れ
ぞ
れ
の
戦
業

に
つ
J

ど
苅
全
体
で
選
ば
れ
る
巽
げ
す
万
丈
が
一
絞
ら
孔
て
い
た
た
め
片

黒
人
向
J

邦
の
へ
口
の
約
川
門
古
川
て
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
仏

ま

h
M

妥
門
司
パ
に
沼
山
さ
れ
な
か
っ
た
、
工
一
が
平
等
伝
一
一
に
反
」
9
る
か
ど
う
ひ
予
わ
れ
た
。
取
十
一
裁
判
ι

叶
は
、

こ
れ
ま
と
長
い
同
県
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政
治
過
程
へ
の
ヰ
皆
川
石

3
ま
た
げ
て
き
z
l
h

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り

川凶

的
芸
m
M
J
W
－
推
認
す
る
い
一
と
に
関
連
す
る
」

人
7
7
e
ん
別
7

し
に
さ
に
こ
と
が

「
怯
史
的

E
Wの
討
拠
が
、
守
山
川
内

一

E
、

と

M
J

こ
の
よ
う
な
ぷ
別
は

E
図
的
及
芸
別
で
あ
る
と
「
る
地
裁
の
判
断
を
え
山
河
｝
ノ
た

ま

道
徳
的
に
出
劣
な
犯
罪
を
犯
し
た
人
に

の
剥
奪
を
定
め
た
川
憲
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
ず
九
九
八
白
年
の

司
王
巳
己
〈

明
は
、
州
宰
作
一
は
丈
（
伺
ト
中
v

で
あ
る
と
1

な
が
ら
も
、
明
確
に
八
時
円
よ
別
の
効
果
お
よ
び
人
日
目
J

一
州
別
の

品
目
検
が
あ
る
こ
と
を
認
げ
の
に
u

ま
ず
、
だ
明
日
』
沼
町
市
に
℃
い
て
、

よ
f

て
本
件
て
問
題
ζ
k
f
J

て
川
る
州
中
E
J
r
一
の
脱
走
か
組
一
肘

さ
れ
三
日
入
門
V

数
と
w
h
人
の
欽
古
比
較
し
た
場
合
、
白
人
の
ひ
倍
の
山
款
の
単
人
に
泡
川
刑
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
黒
人

ιけ
す
る

茶
店
刈
恥
に
芯
る
、
一
と
を
認
定
し
た
り
次
に
亙
別

助
機
者
査
の
直
推
さ
を
一
北
川
町
な
が
ら
も

本
刊
で
は
そ
れ
が
叶

に
つ
い
亡

て
は
ま
ら
な
い
と

Lτ
た

ナ
と
わ
ち
、

州
事
い
）
一
は
明
確
に
門
人
後
伏
と
い
う
三
と
を
一
ぶ
し
て
お
り
m
L

人
を

！
リ
訟
過
程
で
の
設
ー
一
刷
》
ら

つ
に
こ
と
合
一
己
！
正
し
た
わ
ご
し
て

何
ら
刊
行
ょ
に
ψ
」
以
け
れ
ィ
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
「
し

付
与
u－
一
汗
い
の
規
制
は

亡
、
州
の
憲
、
ぷ
の
規
定
ー
を
途
中
引
い
と
し
て
い

こ
の
よ
う
H

、
吉
古
川
内
的
f
r
ハ
別
？
と
菩
別
の
凶
吏
的
苛
陪
一
刈
は
、
必
ず
し
も
排
他
的
関
係
に
は

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

ム
ぱ
く
、
土
官
庁
切
の
付
帯
長
か
っ
竹
川
ω
凶
的
γん別’
V

U干
〈
」
と
は
H
可
桜
で
あ
会
と
い
よ
ノ
」
と
が
い

以
ト
、
動
機
者
去
の
判
例
の
椛
削
聞
に
よ
れ
ば
、
仏
間
終
審
査
が
反
問
さ
れ
て
い
る
の
は
、
町
内

E
2
判
決
を
別
と
仁
可
、

、訟

1ν

〉、、

し
dν
ふ
4

、地L
L
J

口
州
立
平
別
ぃ
小
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
切
で
あ
る
、
述
邦
最
高
裁
は
、
人
種
主
別
出
’
問
題
と
ん
d

っ
て
い
る
事
測
で
は
、
助
械
に
肴

R
L助
機

に
y

ゾ
ち
↓
人
っ
て
段
仕
事
す
る
一
、
と

Jr容
認
し
て
い
る
乙
次
泊
で
は
、
ミ
の
よ
ム
な
判
例
の
流
れ
を
受
け
亡
、

の
よ
つ
に
刑
問
機
長

九千
J
M
1

抑
え
て
い
る
か
を
机
観
す
る
こ

r
r
T
J品
。

ド日

山一一七つ刊の品一同

上
町
絞
4
r
査
の
材
料
一
り
け
い
れ
を
受
け
と
、
一
十
一
J
M

に
お
い
て
も
一
段
終
審
査
が
治
発
に
一
訊
論
さ
れ
亡
い
る

o
z
こ
で
、
学
説
主
毘
機
在
任
J
Vと

(f¥l人民半、 c0'l JG三＇ I市＇ 20凶） > c > 



r日

L、
"' 

い
る
の
か
宮
検
討
す
べ
く
、

mー
で
は
、
動
機
客
企
に
閃
ず
る
…
一
一
討
を
慨
献
す
る
こ
と
と
f
Q〉

ま
ず
、
い
？
弘
子
保
ど
は
と
助
機
審
必
の
関
係
で
あ
る
が
、
動
機
番
低
が
山
等
保
芯
日
の
出
州
域
己
変
巾
」
」
J

る
ぐ
い
う
戸
、
と
は
支
訂
さ
れ
て
い

J、
円問

’）か
L
、
い
か
な
る
五
引
が
吉
川
凶
的
汗
切
に
な
る
か
こ
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
謹
白
れ
け
は
、
論
お
に
よ
り
思
ハ
ヨ
る
υ

m
E
E
E門
戸
ば

の
中
心
的
片
的
を
人
組
差
別
の
禁
J
H
で
あ
る
2
し
な
が
ら
も
、
ー
等
札
防
護
は
払
り
広
い
意
味

JE持
り
、

政
ほ
の
切
り
好
人

【
】
戸
山
一
町
市
（
］
℃
コ
『
勺
『
ロ

2
2
～

に
基
つ
く
己
分
を
性
心
J
M
L
亡
い
る
と
い
う
川
∞

Z
5守
三
は
、
こ
の
－
十
つ
な
足
γ
1
1ゼー汁
ψ
」
化

す
る
ん
一
め
に
、
憲
法
制
定
当
初
の
γ

江
八
利
下
義
原
町
で
あ
る
討
議
い
氏
、
r
T義
今
夜
用
「
】
I
G
〈
こ
の
剖
引
い
ー
か
ら
「
、
い
れ
ば
、
中
川
守
保
護
に
お
い

て
、
白
人
組
什
芯
ど
の

レ
只

η
一
以
、
公
パ
パ
ハ
υ
れ
ぷ

疑
わ
し
い
ば
一
分

日

h

、
加
刊
の
好
み
の
仏
果
で
忠
る
と
工
つ
f
u
F
J
J
ぱ
わ
弘
、

を
促
進
し
な
い
に
は
わ
で
な
く
、

に
よ
う
て
以
前
の
ブ
ワ
ゼ
ス
が
い
え
目
さ
れ
た
結
楽
に
上
る
）
も
の
で
あ
る

ぷ
的
采
川

（℃

2
4三
仲
間
同
ヘ
ヱ
戸
勺
）

と
す
る
ν

三
た
、
人
横
川
じ
ん
別
の
み
位
、
b
ず
、
人
律
的
少
数
者
の
上
う
に
政
治
治
行
で
ー
一
じ
u
どい
J
る
こ
と
心
で
き
な
い
そ
の
他
の
集
川
へ

の
豆
町
切
に
つ
い
て
も
J

同
協
雰
査
予
安
心
w」
す
る
2
い

そ
し
亡
、
こ
の
よ
う
な
号
、
三
は
品
別
検
森
公
と
結
ひ
っ
〈
印
戸
口
2
0
5
に
よ
れ

ば
、
政
府
が
品
一
応
均
一
動
機
に
井
つ
い
て
行
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
1

／
は
、
叫
恥
ド
川
の
と
一
」
ろ

政
ぃ
札
川
が
公
日
山
二
基
づ
か
な
い
で

ム
ヰ
寸
，
じ
「
J

iJR，し

集
回
、
り
利
訴
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
り

一
山
】
寸
仕
草
川

4
3

、

そ
の
桜
設
に
は
、

民
主
別

百
位
一
ァ
保
誌
の
い
的
は
、

人
捕
！
？
ケ
別
の
禁
v

ー
で
あ
る
と
｝
J

な
が
、
り
、

応
国
が
あ
る
と
い
う
し
コ
主
主
に

o
れ
ば
、
反
を
ん
別
原
則
一
は
、
人
種
や
民
税
な
と
の
少
数
苦
心
ι
小
利
に
扱
A
f
J
法
を
禁
止
す
る
、
も
の
で

あ
る
J

れ
＼

t
u
r

－－コ
ν

主
ば
、
反
廿
片
山
別
府
ハ
迷
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
差
別
を
バ
オ
み
品
す
7

口
七
ス
の
欠
陥
を
口
疋
U
？
7
Q
h

一y
一
、
お

よ
び
、
芸
別
に
ホ
る
筈
宇
ど
防
／
＼
こ

1
6
つ
を
挙
げ
る
υ

ま
ず
、
プ
ロ
セ
ス
の
欠
陥
の
是
正
で
あ
る
υ

人
司
に
依
拠
し
た
げ
法
は
ブ

ロ
ゼ
ス
の
欠
陥
で
あ
る
と
し
、
反
よ
別
原
珂
は
そ
心
ょ
う
人
位
プ
ロ
七
ス
の
欠
陥
中
是
リ
す
る
こ
？
と
を
民
求
「
｝
白
。
こ
の
プ
ノ

υ
ヒ
ス

η
欠

陥
に
は
、
チ
ム
刷
叫
が
法
律
の
t

人
出

i
Mら
か
て
は
い
場
合
も
ん
同
ま
れ
る
。
、
｝
の
よ
う
な
法
伊
小
間
延
乙
な
司
令
山
崎
台
、

反
計
六
阿
川
町
市
川
は
い
法

日記 I、法学108 1.：パi6J lG!i ［＇υr;9. s' 



MA
口
の
助
俄
ム
ピ
考
慮

F
る

「
f

）
ー
宮
山
久
求
宇
司
令
υ

そ
し
て
、
一
寸
江
戸
は
、

め
の

T
攻
こ
1

｝
て
球
簿
λ
J
る。

厳
格
審
査
の
同
的
を
Jf別
心
動
機
を
明
い
山
ャ
ー
た

同
様
に
、

次
に
、
正
別
に
よ
h
vも
た
ら
さ
れ

2
E忍
の
防
ー
と
あ
る
」

1
2
Z
に

十
ん
別
に
d

り
J

も
た
ら
さ
れ
る
守
ぷ
4
4
は
、
差
別
さ

れ
て
い
る
人
が
享
受
ず
ペ
さ
列
P

恨
の
機
会
主
膏
り
や
れ
る
こ
J
と
あ
る
。
小
石
悪
心
防
止
心
持
牲
は
、
結
果
志
rM

い
う
ζ

、
ご
勺
に
あ
る
が
、

反
宍
加
川
中
攻
は
、

人
種
、
六
阿
川
止
は
か
も
ん
J

人
絹
差
別
I
V
法
ウ
も
た
ら
「
ん
よ
口
忠
一
り
中
り
女
的
結
出
ぶ
だ
け
セ
な
ノ
＼

ら
す
出
向
長
約
な
半
口
廷
が
認
め
ら
れ
る
場
ん
に
も
及
ぶ
と

まうに、

4
2
門
主
は

〕

J
K
J
K
E
F

原
料
を
主
張
ヲ
る
〈

YCJT
に
よ
れ
ば
、
室
市
寸
前
川
し
ん
川
M
C
審
査
は
、
閉
山
川
訟
の
佐
…

点
芝
、
主
芹
別
を
行
っ
て
い
る
お
C

U坤

に
R
h
可
と
「
る
J
O
心
て
あ
る
F

し
か
し
、
口
問
主
は
少
数
右
が
害
さ
れ
る
の

別
む
凶
に

I
る
も
の
に
限
ら
れ
な
い
J
い
う
っ

F

3
ヘ
nv，

い
い
肘
の
少
数
者
に
日
付
寸
7
9
無
限
、
ハ
も
尤
別
に
つ
な
u
m
d

る
と
い
う
こ

2
？
宿
病

そ
こ
て
、
、

r手
作
は
、
被
差
別
手
乞
二
殺
市
民
と
し
て

こ
と
な
問
題
と
す
る
反
従
川
崎
原
珂
乞
山
札
示
す
る
c

町
内
従
誠
一
原
刑
は
、

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

政
府
が
少
数
者
に
川
関
心
て
！
の
従
高
状
能
、
川
水
転
化
す
る
場
合
も
考
慮
す
る
こ
と
を
安
求
j
る
と
い
う

コ
ま
り
、
民
虫
、
文
脈
、

む
源
、
効
F
A
が

あ
る
必
来
日
り
従
扇
状
盟
主
主
転
化
し
て
い
る
切
ら
円
に
は

同
礼
巾
ん
的
に
劣
伶
ト
二
1
勺
か
れ
L
h
j

桑
田
に
十
4
9
る
何
日
凡
や
川
祝

主
反
映

L
て
い
る
よ
え
な
政
的
の
行
為
－
は
厳
格
存
立
ハ
一
に
刊
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
vν

て
し
る

ミ
の
川
Jm併
は
、

ま
別
玄
凶
に

ytえ
vL
、

さ
ら
に
芸
別
さ
れ
て
い
る
状
沈
古
客
観
的
に
刻
、
t
る
べ
万
こ
と
主
強
調
「
司
令
止
の

く
ら
ら
に
、

1
2
2
は
、
平
等
保
護
の
宇
は
市
、
守
山
等
な
＋
口
氏
抗
原
理
L

で
あ
る
〆
て
す
る
。
こ
の
「
平
等
な
け
民
権
出
席
攻
ど
は
、
存

傭
人
に
、
丙
ー
ホ
ー
さ
れ
亘
任
J
め
る
司
会
の
情
安
門
司
ノ
ア
ェ
ー
、
設
や
れ
る
守
｝
／
一
を
保
障
一
コ
ノ
る
も
の
で
あ
る
そ
し
て
泣
宗
の
動
機
は
、
え
山
川
一
吉

れ
γ

J
る
人
の
は
は
凸
守
や
侵
害
し
、
市
民
的
地
位
を
裕
一
げ
「
｝
白
こ
と

C
占
め
る
、
ぐ
い

市

k
的
地
山
刊
の
前
半
、
げ
の
禁
止
は
、
L
R

ハ
司
体
汁

お
い
て
十
等
日
配
版
ζ

尊
重

2
5
2
5
ミ
弘
司
弓
24咋）

f
d
っ
て
限
り
品
川
、
つ
べ
き
こ
と
を
変
求
ず
る
も
の
エ
州
可
解
さ
れ
る
U

ι 
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r日

」
心
「
O

づ
に
f
4
1

－
一
抗
は
、
動
機
零
査
を
支
持
て
六
、
つ
に
、
一
コ
「
め
の
見
解
の
ょ
っ
い
円
、
主
凶
的
主
別
乞
紹
え
て
差
別
刊
の
存
政
的
状
川
河

を
口
兄
に
い
く
と
、
ろ
ま
ど
拡
大
3

三
に
い
る
。

動
機
岳ト
1'1' 

凶
誹
i't 
'" kホ
,J、
~， 

},: 

"' ii: 、
''k I、法学100 （：牛肉j JG8「＂JC日日、

J、
円問

’）か

L
、
州
国
ん
で
、
政
機
寄
去
に

，、

比
刊
の
は
わ
一
は
、
ノ
れ
が
市
一
の
文
削
的
ヨ
動
機
で
あ
る

か
の
判
定
か
対
難
で
あ
る
と
J

、
っ
こ
い
〈
で
あ
る
n

そ
の
第

は
、
法
や
の
河
村
や
効
果
で
は
な
く
動
機
り
み
が
沼
芝
山
υ
理
由
ど
な
ゥ
丈

ぬ
台
、
令
憲
の

μ
川
や
政
機
「

、
，
川
に
一
七
つ
三
主
ぷ
U

の
判
断
は
加
況
に
な
る
と
い
下
っ
こ
こ
で
あ

ヲ

G
c

そ
の
お
ム
一
は
、
ず
法
の
動
機
を
？
ぱ
一
刊
す
る
逗
m
U
で
ぶ
治
フ
口
七
ス
に
吋
し
て
侵
害
が
作
じ
る
司
能
性
、
い
あ
れ
J

、
さ
ら

素
口
げ
一
法
者
へ
の
耐
川
氏
？
と
以
る
と
い
ヨ
う
も
の
で
為
る
c

し
か
し
な
日
ら
、
第

の
批
判
に
い
だ
し
て
は
以

F
の
よ
斗
に
吃
込
げ
で
き
よ
、

1
確
か
に

ド」ん山、コーと、コ
f
i
」、

f
J
i
j
L
V
 

を
に
れ
が
動
機
審
公
一
一
い
品
目
ー
な
う
べ
か
一
口
で
は
zd
い
と
い
う
、
」
と
に
は
立
ら
何
百
い

ま
丈
、

L
V
リ
い
苫
の
動
殺
を
特
！
ぺ
止
す

る
こ
と
は
悶
殺
で
は
あ
る
が
、

(ii 

心
批
判
に
は
以
卜
り
よ
刊
に
山
科
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
良
憲
1
／
ざ

不
叶
龍
で
は
な
し

れ
た
法
律
が
、

品
川
桜
心
変
化
で
一
円
び
台
査
1
／
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
じ
仮
三
川
宜
叫
に
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
当
該
ゾ
」
法
に
ふ
n
円
的

な

mi比
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
一

ま
た
、
仮
に
産
馬
い
と
さ
れ
た
出
命
が
対
な
る
副
都
制
勺
、
ん
μ
憲
に
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、

に
合
型
的
江
戸
一
日
が
あ
る
と
と
な
政
府
が
3
明
、
」
よ
ほ
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

1
2」
t
で
あ
る

7

ご
L
まれ
V
I
L
H
l
r
－バ

J
4
4
j
t
、
二
日
、

L

斗
コ
コ
＋
い
寸
ぺ
J

ご
i叶
J

〕

r
L
t
L人

F
心

f

r

タ一

O
机
引
ヰ
十

hf

文
、
一

f

f

d

一

り
で
あ
る
〉
裁
判
所
が
、
違
窓
な
動
機
で

v
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

こ
の
法
伊
す
宍
忘
と
す
る
一
」
と
は
ゃ
な
を

え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
こ
は
、
パ
注
弘
田
町
高
I
叫
も
1

一
般
的
に
ι
法
的
な
行
為
で
あ
っ
ピ
と
し
て
も
、

一
刻

、
不
作
ぐ
な
る
」
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
υ

ん
告
、
白
河
的
を
す
止

戎－
J
る
た
め



l日

政
機
再
交
の
主
義

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
動
機
審
起
に
問
「
る
判
例
・
学
説
の
概
献
を
も
と
に
、
動
機
審
託

1、
' 

持
一
に
、
件
刷
機
存
査
に
お
い
て
重
県
、
こ
さ
れ
る
の
は
税
利
で
は
な
く
、
て
れ
在
ノ
仁
っ
三
1

政
府
の
災
対
に
あ
竺
つ
ま
打
、
政
府

が
当
議
行
為
を
ど
の
ふ
う
は
述
山
↑
〈
行
3

た
か
に
基
づ
い
に
、
そ
れ
に
つ
い
亡
心
返
答
ノ
ノ
ム
ロ
患
の
一
結
論
主
碍
子
ひ
G
と
い
う
こ
こ
で
あ

日

γ
れ
士

て
き
小
人
判
析
に
お
け
る
設
機
軍
配
は
、
人
荷
主
阿
川
心
中
が
れ
を
中
心
こ
し
マ
、
議
ァ
州
民
意
味
を
片
付
3

て
い
た
こ
い
え

ヲ

G
c

つ
ま
打
、
人
神
差
別
の
宇
例
で
は
、
た
と
え
え
一
向
L
i
f
A
m
が
行
1
山
、
れ
て
し
な
く
て
も
、
品
川
州
側
の
立
叫
ん
ι

あ
る
い

［
て
き
た
の
で
為
る
F

動
機
審
査
は
、
ど
れ
ま
で
ぬ
川
市
L
た
よ
う
に
人
様
f

片
別
む
よ
う
な

し
い
区
分

－ノ仁ソ↑
γ
ず
4
1
F
T
l

、」
H
川、ふ
1

J

q

v

戸、主一
F
｝

Aμ

一
レ
ノ
三
一
；
！
I
J
L
j
l
f
：j
J
I

疑
わ
し
い
い
ふ
J

で
い
い
公
い
い
分
に
も
市
い
ら
れ
て
い
る
J

す
な
わ
ら

f

ん
別
玄
関
が
明
確
て
お
れ
ば

た
と
え
殺
や
か
な
番
台
で

あ
て
f

ト
主
品
富
山
と
さ
れ
る
こ
と
が
め
る
ハ
り
て
の
一
点
型
例
は
、

7
l
v
－
ス
タ
／
T
に
悶
す
る
持
紙
h
b
L

紡
止
す
る
ヒ
め
に
、
私
威
川
内
係
内

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

も
が
側
関
係
に
も
な
い
醤
J

ゼ
ふ
く
む
家
庭
山
乙
ブ
i
v
－
ス
タ
ン
プ
の
資
情
か
ら
祈
除
し
た
こ
と
が
争
わ
れ
た
九
七
一
’
干
の
己
印

寸

ν向
日
目
。
で
あ
る
こ
こ
で
問
題
と
h
h
J

て
い
る
ァ

i
r

ス
タ
ン
プ
伝
が
、
そ
り
制
定
過
符
か
ら
み
て
、

円
｝
勾
七
円
ご
民

フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
F

U

グ
ラ
ム
か
ら
「
ピ
ソ
ビ
、

i

Y
排
除
す
る
ま
阿
、
〆
か
な
い
と
さ
れ
た
c

そ
L
て、

7

ド
・
ス
タ

ν
フ
法
は

政
治
的
に
人
気
の
な
い
集
団
に
討
、
い
て
ム
言
、
キ
ラ
え
る
こ
と
な
い
的
と
、
二
L

お
り
、

J
V
1
 

正
当
な
政
？
H
の
刊
vr
に
r
A
H
f
る
も
の
で
は
な
い
し
）

ま
た
、
知
的
障
市
立
包

ー〕て、

フ
3

ド
・
ス
タ
ご
っ
ノ
川
片
山
を
4
L

－mL）

』t
~ 

~ 

ご
吋
《

' 
《ー、一〆
り
ー
こ
う
つ
つ
ゲ
レ
ア

E
K

ム
ワ
ヱ
亙

に

7
5
じ

i
J
Y

工

4

：ーム

に
つ
い
て
明
別
の
許
了
d

を
官
ぷ
守
る
j

市
の
ゾ
ー
一
シ
グ
条
例
の
J
h

／
一
之
、
知
的
障
害
者
の
コ
仰
の
集
弘
正
記
の
混
ぜ
！

と

2
3
c
E庁
〈
（
リ

r
r
5
5
己
主
】
括
（
υ
0
2
2
で
は
、
最
古
川
裁
は
、
投
訴
“
れ
が
い
た
的
防
袋
詰
y
f
I
疑
わ
し

ー
し
？
じ
、
、
l

」一－一）

才
a

f

i
ノ

j
I
4一以

い
分
類
に
準
じ
る
1
J

己分

｛
｛
』
己
山
己
主
】
凶
亡
命
m

ー
こ
判
不
し
た
こ
こ
は
決
り
で
あ
る
と
し
～
卜
で
、
こ
の
よ
う
な
げ
法
は

(f¥l人民半、 c0 (l !Ge' IGG '20凶） > c > 



r日

川
一

一
般
的
な
付
会
俗
的
り
訟
に
迎
い
山
市
さ
れ
る
、
令
理
件
の
事
査
に
服
す
る
と
、
ご
ん
。
い
か
し
、
令
理
性
の
鴇
査
に
も
し
m’
か
れ
ら
ず
、
目
古
川

J、
円問

裁
は
、
料
引
の
占
可
の
筏
拠
を
検
討
し
、
そ
の
引
い
拠
が
ぶ
合
法
な
偏
見
で
あ
る
こ
I

U

て
、
条
例
の
本
作
へ
の
池
山
用
は
違
↓
四
六
ど
め
る
：
）

沼山

一
九
九
六
刊
の
同

2
H
5
4
7戸
ま
で
は
、
州
ゃ
出
方
の
政
治
機
闘
が
同
性
愛
者
中
ぷ
m
N
か
ら
似
唱
で
は
す
る
戸
」
乙

or林
市
土

」主三」い
J
H

L1γ
州
憲
法
の
改
ー
止
が
争
わ
れ
に
。
判
寸
決
で
は
、

位
村
元
一
リ
集
団
ど
け
が
政
壮
の
効
力
を
求
吟
ら
れ
な
い
〆
｝

γ
る
の
は
、

文
字
泣
h
H

法

の市
l
伴

J
保
護
士
吉
守
必
し
て
い

まっ、

mw定
手
れ

ヨ
的
訪
ね
定
の
集
い
に
汁
γ
2
4
Q
H限
怠
に
茶
っ
く
均
台
は
、

f

－

乙

？

？

ザ

hv

巾
」
た
刊
的
に
賞
ず
る
も
の
で
は
な
ノ
＼
た
と
え
絞
や
か
な
審
査
に
草
川
づ
い
て
も
、
半
等
保
諮
免
反
と
な
る
こ
と
が
一
認
め
ら
れ
て
レ

こ
の
点
、
学
説
は
、
こ
れ
ら
の
内
決
は
、
一
ヒ
ソ
ピ

l
一
や
知
w
川
町
円
平
什
持
や
日
川
主
没
γ
刊
の
よ
う
に
、
ご
れ
主
で
の
判
例
で

疑
わ
し
い

区
分
一

と
は
～
オ
め
ら
れ
こ
い
と
い
が
、

政
治
的
に
人
気
の
立
い
集
円
に

fy，す
A
V
J
U
刷
見
や
匹

L
き
到
機
に
基
ゴ
く
立
百
【
ょ
の
ゴ
ゐ
こ
と
日
明

確
州
市
ド
七
円
に
は
、

た
と
え
緩
や
か
ほ
審
査
と
り
応
用
L
C
も
意
成
」
一
r勺
て
と
い
円
的
一
を
稿
料
的
に
け
見
出
す
こ
と

C
述
志
と
さ
れ
ゐ
こ
と

か」ぶ小、じた
l
」い

は
、
と
れ
ら
の
川
決
に
お
い
て
妓
判
所
が
仰
い
之
の
は
半
h
b
v
O
九
日
叩
性
の
審
ト
k
f
は
な
く
士
、
結
r

ペバヘ、し

に
は
中
間
基
準
で
み
る
ー
と
も
ι町
一
泊
さ
れ
て
い

こ
れ
ら
の
判
決
の
安
当
担
、
り
恨
拠
九
つ
い
て
、
均
一
J

説
は
、

Tμ
トJ
保
護
条
項
の
ら
と
で
符
別
、
り
保
護
乞
J

ケ
り
て
い
る
集
日
か
と
ぷ
炉
内

い
か
な
る
民
団
な
も

f
会
か
ム
J

除
外
子
る
こ
と
主
誌
に

f
q
」
こ
を
V

古
川
小
士
。
原
世
、
あ
る
い
は
、
政
府
が
あ
ら
ゆ
る

、、」ペ
J

J

ぷ、

刀
’
刀
ヘ
レ
4
uフ

個
人
や
枠
制
川
主
、
価
値
の

1
2茅
別
ず
る
ミ
と
な
く
平
伏
リ
な
配
慮
を
も
っ
て
円
以
り
扱
う
こ
と
を
主
治
「
る
斗
l

害
保
護
の
一
原
理
に
求
め
て

v、

こ
れ
；
は
、

い
ず
れ
も
山
等
作
詩
会
月
九
が
宮
前
十
J

る
原
述
で
あ
る
下
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
と

L
て
、
「
採
り
し
い
い
分

は
当
妓
ー
の
こ
y
、
な
が
ら
、
に
ζ

え
「
続
わ
し
い
区
F
刀
L

に
掛
さ
仕
い
／
一
し
て
4
、
小
〈
い
謹
仕
伝

2
1甲
山
し
き
政
機
に
よ
っ
♂
L
政
治
的
ピ

人
’
式
の
な
い
集

M
を
差
別
す
る
、
｝
／
早
川
平
等
保
認
に
最
も
反
す
る
J
L
’
別
で
あ
り
、
そ
の
よ
有
な
チ
片
山
を
排
除

γ
る
こ
と
が
裁
斗
川

η
役

ま
で
あ
る
と
の
菩
え
が
税
え
る
。
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十
h
h

～、

民
主
主
誌
と
の
関
係
に
お
い
て
も
i
当
化
さ
れ
r
に
い
る
ハ
二

政
治
的
に
人
気
の
h
a
い
美
川
を
努
判
所
が
保
一
読
す
る
こ
と
は
、

の
円
、
〉
h
F
3
N
E
は
、
現
代
に
お
い
て
間
垣
こ
な
る
の
は
、
「
切
り
離
さ
れ
一
仇
す
十
）
た
少
数
者

は
ヨ
ノ
＼
、
旧
叩
在
多
数
者

を
構
求
一

zqM一
へ
川
で
あ
う
て
も
政
治
過
科
ァ
ト
ゴ
EJγ24Q二
、
｝
が
で
き
ヨ
い
防
々
刊
の
拡
校
し
た
業
団
の
保
護
C
あ
る
ノ
↓
い

つ咋
l
払

h
リ

込
去
に
お
い
て
は
そ
、
孔
ま
で
政
治
（
プ
ロ
セ
ス
か
ら
折
除
さ
れ
γ
き
た
少
数
者
を
伝
一
夜
γ
Y
G
こ
と
が
主
民
主
川
九
時
を
も
っ
子
小
、
現
代
ピ

お
い
て
川
川
町
述
、
、
は
る
の
は
、

性
斗
戸
川
加
や
貧
M

叫
ー
に
よ
る
u
h
z

別
を
受
け
、

形
式
的
に
は
政
治
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
侃
戸
」
ゆ
え
に
政

治九州吋程

ι
ぉ
レ
て
交
J
V
力
日
山
市
川
〈
山
口
一
山
了
毛
、
」
と
が
で
き
な
い
多
紋
派
の
保
認
で
あ
る
U

J

こぺ
J

つ－
L

、

1
1
l
t
一
↑

f
の
よ
う
な
考
え
か
ら
す

れ
ば
、
政
治
的
に
人
気
の
以
レ
集
団
を
裁
判
所
が
保
認
す
ゐ
こ
と
は
、
民
ム
丁
、
ム
義
と
の
渋
涼
に
お
レ
L
も
止
当
化
で
き
る
と
ト
ど
っ
、
ア
こ

X
午
、
、
動
機
評
恋
心
玄
義
の
第

ぞ
れ
が
千
古
の
ん
同
法
ど
汗
心
寸
7
9
h
u

と
に
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
立
ふ
0

1

～

干の血宮内川は、

二
枚
古
川
し
介
判
例
に
お
け
る
動
絞
審
去
の
は
的
付
、
況
什
百
九
弘
副
総
主
排
除
、
し

れ
、
つ
の
訓
佐
を
日
河
川
一
件
し
よ
う
1

一
す
る
も
の
て
あ
る
ハ

・：＇二；！呆ぷこおける』防除高fio；邑義

ま
た
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
動
機
－
廿
査
同
悶
ず
る
学
説
は
、
平
等
な
配
扇
と
＃
£
や

T
Yこ
な
市
民
権
原
坦

2
い
っ
た
ド
リ
寺
保
護
（
U

制
粧
を
γ

内
定
「
ず
る
も
の
で
は
必
い
の
で
あ
る
P

第
三
九
助
機
r

骨
三
け

で
の
司
法
審
守
一
山
一
制
点
か
ら
も
ち
久
山
一
J

一
で
あ
る
と
い
え
る
い
助
機
存
六
【
は
、

J

一
法
に
釘
け

〕

i
i
j
j二
l
一一
κ

：

ヌ
主
主
同
げ
右
中
す
仰
に
ゆ
が
よ

の
で
は
な
し
い
し
ち
℃

X
別
布
川
市
（
イ
〆
パ
ク
卜
）

の
み
を
£
一
杭
、
ぱ
て
、

お
日
る
中
ア
、
体
的
判

断
ト
ル
裁
判
所
が
踏
み
込
ん
で
し
ま
主
ば
、
本
米
斗
法
の
行
う
べ
き
ね
判
や
公
共
サ
、
ピ
ス
な
ど
の
叶
会
的
利
益
に
悶
？
る
分
川
下
、
裁
判

所
が
仁
う
い
ご
に
な
り
、
民
土
ll，義
y

の
閑
係
に
お
い
て
重
大
仕
一
弘
義
を
牛
じ
手
t
る
こ
亡
に
自
司
令
。

に
、
動
険
審
査
に
h

け
る
裁
可
一
川

η
役
割
は
、
立
法
の
実
体
的
判
断
を
事
慌
し
積
制
約
に
平
等
合
保
障
「
る
も
の
C
は
は
く
、

い
は
斗
的

に
竺
uh
ー
を
中
と
て
、
白
山
図
的
宍
加
の
緋
除
の
一
札
来
y

」
）
〆
て
司
ー
す
を
保
障
「
司
令
こ
ζ
t
d
d
る
口
つ
ま
り
、
政
機
海
査
は
、
作
杭
川
1
4
川（川
υ
川札
E
h

(f¥l人民半、＂＂ (l 171' 171 '20凶） > c > 



r日

ユ
恒
三
凶
的
，
土
加
の
刊
日
除
に
限
定
す
る
」
と
で
、
決
判
所
の
パ
ス
体
的
社
値
判
断
を
何
巡
し
よ
う
と
ヂ
司
令
弘
心
一
、
あ
る
。

v

〆
た
が
っ
て
、
政

際
…
審
伝
は
民
ヨ
ム
売
の
も
ー
ニ
で
の
妥
、
な
司
法
高
査
の
役
割
で
あ
る
と
い

J、
円問

五

円
本
川
志
、
ほ
の
解
釈
＼
の
一
ボ
一
岐

、
ア
れ
ま
で
し
ノ
て
き
た
九
日
終
審
査
の
攻
論
は
、

ほ
本
E
V
1
J
U
U条
項
後
ー
は
列
挙
事
山
の
解
釈
に
い
ひ
な
る
ヂ
殺
を
与
え
る
の
だ
ろ

う
か
乙
パ
ん
に
け
凡
に
よ
う
に
、
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
月
践
に
合
位
性
心
官
一
作
と
政
格
審
脊
J

－
分
ム
師
H
m
p
k中
I
Lて
い
る
c

た
で
し
、

に
よ
る
同
分
は
中
山
汁
荒
川
ー
が
妥
当
ヲ
る
と
さ
れ
、
レ
7
G
C

一
同
肢
は

続
わ
し
レ
灰
分
一
や
団
粂

引
明
後
段
一
九
JM
下
占
ア
山
士
レ
か
に
与
え

L プ
」也

L、台、
・7 c 
詰，，，，あ
やる、

U
本
で
は
、

h、－
,,'f, 
j• 
{v 

川
吋
り
耐
ゆ
き
わ
し
お
げ
じ
た
少
数
者

;,,, ,, 
匂匂

と i両
い jょ
う C)

i立 J品
川今
右［主

力 円マ

C "!I 
あわ
る9sL 

｜メ

分

こ
の
内
、
、

不
刊
な
い
片
別
一

に
該
当
す
る
場
合
が

「
疑
わ
し
い
分
顎

し
か
し
、

先
に
川
見

円
一
巳
寸
り
偏
見
叩
論
に
討
す
る
批
川
円
な
ど
を
考
え
る
と
、
実
怜
的
知
値
判
断
ね
ぎ
に
1

疑
わ
し
い
ド
分

J
V
凶
定
で
き
る
の
か
ど
よ
ー

か
、
終
段
列
日
干
引
除
が
川
市
ー
に
し
て
「
J
Jり
躍
さ
れ
は
す
ム
｛
二
一
ハ
Y
枚
者
な
の
か
と
う
h
、
ま
に
、
後
段
列
、
乍
事
佐
以
引
に
「
好
わ
し
い

区
分
L

が
あ
る
の
か
と
う
か
に
つ
い
て
は
、
き
ら
に
倹
T

山
が
JK
安
と
あ
る
よ
う
に
応
わ
れ
る
f

し
か
し
、
こ
れ
つ
の
山
、
を
い
ず
れ
に
考

L
マ
匂
げ
山
市d

、Jh
、
助
機
ι仲六一一の
M
M
ト川か
3

り
す
れ
ば
、
村
伸
段
列
、
仙
台
す
日
九
勺
出
府
す
る
か
と
う
か
に
か
か
わ
3

り
ず
、

問
題
と
な
る
の
は
芹
別
的

ん
d
w
M
凶
「
刑
問
機
・
じ
的
）
で
あ
る

fr内
ノ
ピ
思
わ
れ
る
一

士
た
、
動
機
か
ら
ア
ブ
「
U

l

t

ノ
す
る
こ
〉
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古
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